
月
25
、26
日
、沖
縄
県
名
護
市
で

「
第
６
回
太
平
洋
・
島
サ
ミ
ッ
ト
」

が
開
催
さ
れ
た
。こ
の
サ
ミ
ッ
ト
は
１
９
９
７

年
に
日
本
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
で
始
ま
り
、以

降
、３
年
に
１
度
の
ペ
ー
ス
で
開
催
さ
れ
て

き
た
も
の
。
防
災
、環
境
、気
候
変
動
、海

洋
問
題
な
ど
、太
平
洋
の
島
し
ょ
国
・
地
域

が
直
面
す
る
課
題
解
決
に
向
け
て
、各
国

首
脳
が
議
論
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

る
。６

回
目
を
迎
え
る
今
年
の
サ
ミ
ッ
ト
の
舞

台
は
、長
年
に
わ
た
り
環
境
対
策
に
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
き
た
沖
縄
県
。日
本
を
は
じ

め
、サ
モ
ア
、パ
ラ
オ
、ト
ン
ガ
、ツ
バ
ル
、ミ
ク

ロ
ネ
シ
ア
連
邦
、ク
ッ
ク
諸
島
な
ど
の
ほ
か
、

ア
メ
リ
カ
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
な
ど
を
加
え
た
計
17
の
国
・
地
域
が

参
加
し
た
。

２
日
間
の
議
論
を
経
て
採
択
さ
れ
た
の

は「
沖
縄
キ
ズ
ナ
宣
言
」。
東
日
本
大
震
災

の
経
験
を
生
か
し
た
自
然
災
害
・
気
候
変

動
対
策
の
支
援
を
強
化
す
る
こ
と
な
ど
が

盛
り
込
ま
れ
た
点
が
特
徴
的
だ
。さ
ら
に
日

本
は
、今
後
３
年
間
で
大
洋
州
に
対
し
て
最

大
５
億
ド
ル
の
支
援
を
行
う
意
向
を
表
明
。

ま
た
、東
日
本
大
震
災
の
際
に
受
け
た
支

援
か
ら
生
ま
れ
た〝
キ
ズ
ナ
〞を
再
確
認
し
、

今
後
も
さ
ら
な
る
関
係
強
化
の
た
め
、継

続
的
な
支
援
を
行
っ
て
い
く
こ
と
な
ど
を

強
調
す
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

「
沖
縄
キ
ズ
ナ
宣
言
」の
柱
と
な
っ
て
い
る

の
は
、①
自
然
災
害
へ
の
対
応
、②
環
境
・
気

候
変
動
対
策
、③
持
続
可
能
な
開
発
と
人

間
の
安
全
保
障
、④
人
的
交
流
、⑤
海
洋

問
題
の
５
つ
。
今
回
の
サ
ミ
ッ
ト
で
の
議
論

を
踏
ま
え
、こ
れ
ら
の
５
つ
の
分
野
で
新
た

5
島の問題を共有し
豊かな地域づくりを

政策

国際会議

な
支
援
策
を
打
ち
出
し
て
い
く
方
針
だ
。

①
の
自
然
災
害
へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、

自
然
災
害
対
策
の
一
環
と
し
て「
太
平
洋

災
害
早
期
警
報
シ
ス
テ
ム
」を
整
備
す
る
こ

と
で
合
意
。ア
メ
リ
カ
や
関
係
機
関
と
協
力

し
て
島
し
ょ
国
・
地
域
の
観
測
拠
点
、予

報
・
警
報
網
の
整
備
・
拡
充
を
目
指
し
て
い

く
。ま
た
、大
規
模
災
害
時
に
被
災
地
に
対

し
て
迅
速
に
資
金
支
援
が
で
き
る
よ
う「
自

然
災
害
リ
ス
ク
保
険
」の
展
開
に
向
け
て
、

世
界
銀
行
と
協
力
し
て
今
年
11
月
に
も
試

行
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
て
い
く
計
画
だ
。

②
の
環
境
・
気
候
変
動
対
策
に
つ
い
て

は
、気
候
変
動
へ
の
適
応
お
よ
び
緩
和
に
つ

い
て
の
支
援
を
継
続
す
る
姿
勢
が
強
調
さ

れ
た
。大
洋
州
の〝
島
〞は
、海
面
上
昇
な
ど

の
地
球
温
暖
化
の
影
響
を
受
け
や
す
く
、

早
急
に
対
策
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。昨
年
の

の
６
月
、
外
務
省
か
ら
「
平
成
24
年

度
国
際
協
力
重
点
方
針
」
が
発
表

さ
れ
た
。

　
今
年
度
の
大
き
な
柱
と
な
っ
て
い
る
の

は
、東
日
本
大
震
災
を
経
て
昨
年
12
月
に
閣

議
決
定
さ
れ
た
「
日
本
再
生
の
基
本
戦

略
」。同
戦
略
の
内
容
を
踏
ま
え
た
上
で
、

①
す
で
に
「
新
成
長
戦
略
」
で
示
さ
れ
て
い

る
具
体
的
取
り
組
み
を
通
じ
た
経
済
成
長
、

②
震
災
後
の
日
本
再
生
を
さ
ら
に
力
強
く

進
め
て
い
く
た
め
、
世
界
に
お
け
る
イ
ン
ク
ル

ー
シ
ブ
な
成
長
を
通
じ
た
「
人
間
の
安
全
保

障
」
の
実
現
に
向
け
て
、Ｏ
Ｄ
Ａ
を
効
果
的

に
活
用
し
て
い
く
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
２
つ
の
実
施
に
当
た
り
強
調
さ
れ
て

い
る
の
は
、
政
府
、
地
方
自
治
体
、Ｎ
Ｇ
Ｏ
、

民
間
企
業
、
大
学
、
個
人
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

機
関
が
連
帯
し
て
い
く
〝
フ
ル
キ
ャ
ス
ト
・
デ

ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
〞。そ
れ
ぞ
れ
の
得
意
分
野
を

生
か
し
て
〝
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
〞
で
国
際
協
力

に
取
り
組
ん
で
い
く
と
し
て
い
る
。

　「
新
成
長
戦
略
」
へ
の
貢
献
に
関
し
て
は
、

パ
ッ
ケ
ー
ジ
型
イ
ン
フ
ラ
の
海
外
展
開
、中
小

企
業
を
含
む
民
間
企
業
と
の
官
民
連
携
、

グ
リ
ー
ン
成
長
・
低
炭
素
社
会
へ
の
移
行
と

い
っ
た
新
た
な
開
発
課
題
な
ど
に
も
積
極

的
に
対
処
す
る
一
方
、
被
災
地
の
復
興
と

世
界
の
防
災
に
も
貢
献
し
て
い
く
方
針
。ま

た
、
ア
ジ
ア
の〝
最
後
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
〞と

し
て
近
年
注
目
を
浴
び
て
い
る
ミ
ャ
ン
マ
ー

へ
の
支
援
で
主
導
的
な
役
割
を
担
う
と
と

も
に
、Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
間
の
結
び
付
き
を

強
め
る
支
援
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　「
人
間
の
安
全
保
障
」に
関
し
て
は
、
ミ
レ

ニ
ア
ム
開
発
目
標
（
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
の
実
現
、
国

際
社
会
の
平
和
と
安
定
の
た
め
、
ア
フ
ガ
ニ

ス
タ
ン
、
中
東
・
北
ア
フ
リ
カ
、
南
北
ス
ー
ダ

ン
に
対
す
る
支
援
に
加
え
、
テ
ロ
・
海
賊
対

策
、
ア
ジ
ア
の
民
主
主
義
定
着
に
向
け
た
支

援
も
行
っ
て
い
く
方
針
だ
。

こ

「
気
候
変
動
枠
組
み
条
約
第
17
回
締
約
国

会
議（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
17
）」で
打
ち
出
さ
れ
た「
緑

の
気
候
基
金
」の
具
体
化
な
ど
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

一
方
、東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
に
３
０

０
人
を
超
え
る
若
者
を
招
く「
キ
ズ
ナ
・
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」な
ど
、大
洋
州
の
島
し
ょ
国
・
地

域
と
の
交
流
も
活
発
化
し
て
い
く
予
定
。さ

ら
に
短
期
滞
在
渡
航
者
へ
の
数
次
ビ
ザ
発

給
や
、外
交
・
公
用
旅
券
所
持
者
へ
の
ビ
ザ

免
除
と
い
っ
た
措
置
も
、二
国
間
ベ
ー
ス
で
の

協
議
を
通
じ
て
順
次
実
施
し
て
い
く
。

こ
の
ほ
か
に
も
同
宣
言
の
中
で
は
、「
新

興
ド
ナ
ー（
援
助
）国
を
既
存
の
援
助
協
調

メ
カ
ニ
ズ
ム
に
関
与
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
」

と
の
指
摘
が
あ
っ
た
ほ
か
、海
洋
問
題
に
対

す
る
協
力
を
促
進
す
る
こ
と
の
重
要
性
な

ど
に
つ
い
て
も
言
及
さ
れ
た
。

国際会議
第６回太平洋・島サミット

「平成24年度国際協力重点方針」

ここが変わる！？
日本のODA

「Ｇ８サミットサイドイベント」

食料安全保障をテーマに
新たな連携が誕生！

「ここが知りたい」
国際協力に関係する
いろんなトピックを
分かりやすく解説します！
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■「沖縄キズナ宣言」とは！？

セ
ク
タ
ー
の
積
極
的
な
関
与
が
推
奨
さ
れ

る
。

　
ま
た
、ア
フ
リ
カ
の
潜
在
力
を
引
き
出
す

た
め
に
持
続
可
能
な
農
業
の
成
長
を
促
し

て
い
く
こ
と
に
も
合
意
。民
間
投
資
を
促
進

す
る
ほ
か
、農
業
ビ
ジ
ネ
ス
拡
大
の
た
め
の

資
金
供
給
・
リ
ス
ク
回
避
手
段
の
拡
充
な

ど
に
取
り
組
ん
で
い
く
。
今
回
、す
で
に
世

界
各
国
の
45
社
以
上
の
企
業
が
計
30
億
ド

ル
以
上
の
投
資
を
行
う
こ
と
を
表
明
し
て
い

る
こ
と
も
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

　
２
０
０
９
年
７
月
に
イ
タ
リ
ア
・
ラ
ク
イ

ラ
で
開
催
さ
れ
た
Ｇ
８
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、世
界

の
食
料
安
全
保
障
に
２
０
１
２
年
ま
で
の
３

年
間
で
総
額
２
０
０
億
ド
ル
を
拠
出
す
る

「
ラ
ク
イ
ラ
共
同
声
明
」が
採
択
さ
れ
た
。今

回
の
合
意
は
そ
の
延
長
線
上
に
位
置
付
け
ら

れ
、今
後
10
年
間
で
５
０
０
０
万
人
を
貧
困

か
ら
救
い
出
す
と
の
目
標
の
下
、こ
れ
ま
で
の

取
り
組
み
を
一
層
後
押
し
し
て
い
く
。

月
18
、19
日
、ア
メ
リ
カ
の
メ
リ
ー
ラ

ン
ド
州
キ
ャ
ン
プ
デ
ー
ビ
ッ
ド
で
主

要
８
カ
国
首
脳
会
議（
Ｇ
８
サ
ミ
ッ
ト
）が
開

催
さ
れ
た
。
日
本
か
ら
は
野
田
佳
彦
・
内
閣

総
理
大
臣
が
出
席
。
各
国
の
首
脳
が
一
堂

に
会
し
、世
界
の
政
治
経
済
の
幅
広
い
問
題

に
つ
い
て
率
直
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

　
一
日
目
に
は「
ア
フ
リ
カ
の
食
料
安
全
保

障
」を
テ
ー
マ
に
し
た
サ
イ
ド
イ
ベ
ン
ト
を
ワ

シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
で
実
施
。Ｇ
８
と
ア
フ
リ
カ
各

国
の
首
脳
が
同
地
域
の
食
料
安
全
保
障
の

実
現
と
栄
養
状
態
改
善
の
た
め
、新
た
な
連

携
体
制
を
作
っ
て
い
く
こ
と
で
合
意
し
た
。

　
そ
の
基
盤
と
な
る
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
と
し
て

合
意
さ
れ
た
の
が「
食
料
安
全
保
障
お
よ
び

栄
養
の
た
め
の
ニ
ュ
ー
・
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
」で

あ
る
。
今
後
は
Ｇ
８
の
支
援
の
下
、世
界
的

な
食
料
安
全
保
障
の
達
成
に
向
け
て
、ア
フ

リ
カ
各
国
の
政
府
が
効
果
的
な
政
策
を
進

め
る
と
と
も
に
、企
業
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ど
民
間

G8サミットで一同に会した首脳陣 （提供：内閣広報室）

G8第一セッションに臨む野田総理と各国の代表 
（提供：内閣広報室）

■「平成24年度国際協力重点方針」４つのキーワード

大洋州の国・地域の代表と野田総理（提供：内閣広報室）

中小企業の海外展開のため、外務省やJICAでは一般企
業向けのセミナーなども実施している

新成長戦略への貢献・中小企業
の海外展開支援

人間の安全保障の視点を踏まえ
た援助と新たな開発課題への取り
組み

被災地の復興と世界の防災への
貢献

国際社会の平和と安定のための
取り組み

重点

重点

重点

重点

1

2

3

4

太平洋災害早期警報システムの整備、自然災害リス
ク保険、国際会議の主催、国際原子力安全の強化

自然災害への対応
1

廃棄物処理、森林保全、水資源管理、再生可能
エネルギー導入促進への支援

環境・気候変動対策
2

海洋環境・安全保障、漁業などの分野における協力

海洋問題
5

教育・保健・インフラ整備への支援、新興ドナーと
の援助協調メカニズム、持続可能な開発における
グッド・ガバナンス、民主主義、法の支配

持続可能な開発と人間の安全保障
3

「キズナ・プロジェクト」、JETプログラムの拡大、ボ
ランティア派遣の継続、人材交流などの防衛当局
間協力、査証発給緩和

人的交流
4

アフリカの経済成長の大部分を占める農業に世界各
国が官民連携で取り組むことで、アフリカ地域全体の
食料安全保障の実現、世界経済の活性化を目指す。

「新たな連携体制（ニュー・アライアンス）」のカギ
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